
（様式２）新規評価シート 林務部
【位置図、平面図、構造図等】（縮尺任意）
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国庫 その他 県債 一般財源

【整備の必要性がわかる状況写真等】

○人家戸数： 11戸 評価

○公共施設数：

○災害時要援護者関連施設の有無： なし

○保安林・林業用施設： 土砂流出防備保安林　100％

○過去の災害履歴： 評価

○交通遮断による地域経済への影響：

○地域防災計画上の位置付け： 無

○費用便益比（B/C）： 2.28 評価

○事業期間： 3年

○工法等の比較検討：

○流域の総合調整：

○流域の地形、地質： 評価

○平均渓床勾配（平均山腹勾配）：オーバーハング

○下流の堰堤等の整備状況： なし

○山地災害危険地区危険度・土砂災害防止法指定区域： 　山地災害危険区域　B　

○事業情報の共有： 関係者を中心に周知 評価

○地域の取り組み： 十分な地質調査等のうえ、再崩落がないように対策してもらいたいとの要望あり

○地域の合意形成： 事業目的について地域合意形成は得られている

○住民との協働：

評価結果 総合評価

北緯：N 36-06-49

東経：E 138-28-18
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　H22年に大規模な土砂崩落及び落石が発生し、H23年度に斜面崩壊対策工として法枠工、コンクリート吹付工が施工された。しか

しH27年10月に対策工実施済斜面の一部を含んださらに深層部分から大規模な落石崩壊が発生している。崩壊部は空洞があり、

オーバーハング状になって多くの亀裂、剥離面が分布しており不安定形状であるため、岩体全体が転倒崩壊する可能性がある。直

下には、11戸の人家や町道の保全対象が存在しており、岩体全体の転倒崩壊が発生した場合は極めて大きな影響が発生する。

　このため、不安定な岩体の崩壊対策及び落石対策を計画、設置し安全を確保したい。
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森林づくり推進課

95,000

箇所名（ふりがな） 本間上(ほんまかみ）

事業名 山地治山
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関連する事業、計画等

　山腹工0.30ha

費用対効果

47,500

平成31年度

平成29年度 財源内訳（千円）

　　切土工　2200㎥、　山腹基礎工　575㎡
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火山噴出物（凝灰角礫岩、安山岩）

大型土のう設置に伴う土地提供等

急斜面がオーバーハングした不

安定な状況にあり、今後の降雨

等により崩落する恐れがあるた

め、緊急性が認められる。

行政改革課意見

緊急性

なし

　　切土工　900㎥、　山腹基礎工　180㎡

比較検討を実施した
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　③事業説明等の経緯

効率性

同地区は平成22年度に大規模な土砂崩落及び落石が発生し、斜面崩落対策工として法枠工、コンクリート吹付

工を実施したが、平成27年10月14日に対策工実施済斜面の一部を含んださらに深層部分から大規模な落石崩

壊が発生している。

人家11戸の安全を図るため、仮対策として大型土のうの設置を行った。

間接的効果

（定量的・定性的）

１箇所

　⑥地域活性化への

　　影響と配慮

20,000

　⑦その他

18,000

小海町と調整中

計画熟度

必要性

重要性

H22年、H27年10月

H27年10月に崩壊が発生し、なお再崩落の

可能性がある。直下に人家等があり、早急

に対策を行う必要がある。
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A○

地域住民の安全・安心な生活環境の保全に寄与する。

B

生活道路である町道が含まれるため影響度中

対象箇所の直下には、11戸の人家や生活道路である町道などの保全対象が存在しており、岩体全体の転倒崩

壊が発生した場合は極めて大きな影響が発生する。

　②地域からの要望経緯

　　及び地域の関わり

平成27年10月14日に地元住民から小海町の産業建設課へ連絡があり、保全対象への被害はなかったが、今後

拡大崩壊のおそれがあり、仮対策として小海町による大型土のう設置が実施され、10月21日に仮対策完了の報

告を受ける。

平成27年10月27日の地域懇談会の議題となり、また再崩落がないように十分な地質調査等を行い、そのうえで

対策工法を実施してもらいたい旨を小海町に依頼し、10月28日に報告を受け、併せて事業への早期着手を依頼

された。
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